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平成17年11月7日に、地理的、歴史的にもつながりが深く、生活圏・経済圏も一体化して

いた白河市・表郷村・大信村・東村の４市村が合併し、新「白河市」が誕生しました。そし

て合併以降、行財政基盤の強化を図るとともに、産業の振興や地域の均衡ある発展等を重視

し、各地域の特徴を活かした地域振興を図ってきました。 

しかしながら、人口減少を抑えることは難しく、地域コミュニティをはじめとした多岐に

わたる分野での高齢化や後継者不足、さらには若い世代、特に女性の定住促進などが大きな

課題として顕在化してきています。そしてここ大信地域も、人口減少が急速に進んだことに

より、令和４年４月に過疎地域の指定を受けることとなりました。 

人口減少は、非婚化・晩婚化及び出生率の低下などを要因とし、日本全体で進行している

現象ですが、大都市圏への人口偏在を背景に、地方においては急速に進行しており、本市に

おいても例外ではなく、何らかの方策を講ずる必要があります。 

人口減少は、産業・福祉・医療・教育などあらゆる分野へ影響を及ぼしますが、特に生産

年齢人口の減少による経済の停滞や高齢化を支える仕組みの行き詰まりなどへの影響が懸念

されます。また、社会資本や生活環境及び自然環境の維持管理、地域社会を支えるコミュニ

ティの存続などが、担い手不足により困難になることが予想されます。 

そのため、女性・高齢者等の就労支援や活躍の場の創出、人口減少に対応する地域社会の

仕組みづくり、効率的・効果的な社会資本整備及び空き家や空き店舗、空地などの既存スト

ックを活用したまちづくりなど、持続可能な社会の構築に取り組んでいきます。 

また一方で、コロナ禍を契機として、疫病や災害等の大都市のリスクが顕在化するととも

に、デジタル化の進展等により「転職なき移住」が可能となる中、首都圏等に在住の若い世

代の方々が地方への移住に関心を寄せており、今後、地方への人の流れが本格化していくも

のと期待されます。 

とりわけ、本市は、首都圏からの近接性や交通の利便性などの地理的優位性、さらには歴

史や文化、自然など、豊かな地域資源を有していることから、そういった固有の強みや特性

を最大限に活かし、多くの方々が住んでみたい、住み続けたいと思えるようなまちづくりを

進めていきます。具体的には、「白河市総合計画に掲げる基本目標」を基に、「地域課題の解

消を目的としたコミュニティビジネスの支援」、「地域医療・介護体制の充実」、「地域や企業

を含めた子育て環境の充実」、「若者や女性の多様な働き方支援」、「デジタル社会における総

合的な人材育成」等に力を入れていきます。加えて、地域の特色に配慮したまちづくりを進

めるとともに、アフターコロナの社会を見据え、高度な情報技術を活用し、生活利便性の向

上を図りながらも、直接的な人と人とのつながりを重視する「地域の持続的発展に向けた施

策」に取り組んでいきます。 

  

 

１１１１    基本方基本方基本方基本方針針針針    



2 

 

 

 

 

 

 

  大信地域は、白河市の北部に位置し、面積は８０．７７ｋ㎡で、そのうちの約７３％

を山林が占めています。 

   また、地域の⻄部には、美しい稜線を描いてそびえる権太倉山や手つかずの雄大な自

然が残り、阿武隈川⽔系の隈⼾川・外⾯川が中央部を⻄から東へと貫流しています。そ

の清らかな水が豊かな土をつくり、食味の良い米を育んでいます。 

   さらに、国道２９４号が北は会津⽅⾯、南は本市中⼼部へと貫き、東⻄には東北自動

車道矢吹インターチェンジと聖ケ岩ビジターセンターとを結ぶ主要地方道矢吹天栄線が

走っています。各地を結ぶそれらの交通の利便性などから地理的優位性も高く、今後、

より一層評価されるべき潜在力を持っている地域であると言えます。 

 

 

 

 

   この地で暮らす人々の心の真ん中にいつも存在している深い緑が連なった美しい山々

と、その裾野に広がる実り豊かな田園。 

   この日本の原風景とも言える飾り気のない大地を、大信地域出身の芥川賞作家「中山

義秀」は、「心やすらぐ桃源郷」、「世界中で唯一の一番懐かしい天地」などと称えまし

た。 

 

２２２２    大信大信大信大信地域の地域の地域の地域の概要概要概要概要    

（１）位置（１）位置（１）位置（１）位置・・・・地勢地勢地勢地勢    

（２）歴史（２）歴史（２）歴史（２）歴史・・・・文化文化文化文化・・・・自然自然自然自然    
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   また、会津へ続く交通の要所としても知られたこの地は、古くから農業が盛んであ

り、気骨あふれる先⼈たちは広く⽥畑を拓き、さらに住⺠同⼠の話し合いにより、⾃ら

の手で県内に先駆け圃場整備を行う(※)など、よい米づくりを地域ぐるみで目指してき

ました。(※：明治 38 年の下小屋地区における取り組み) 

   今でも先進的農業に挑戦すると同時に、五穀豊穣を祈る伝統行事を地域で大切に守り

伝えています。 

   一方、近年においては、東北自動車道との近接性、交通の利便性から多くの優良企業

が立地しており、地域の雇用拡大と所得の向上に寄与してきたところです。 

   また、大信村の時代に整備した二つのニュータウンには、心休まる懐かしい風景を求

めて多くの方が移り住み、今に至っています。 

 

 

 

 

   大信地域（旧大信村）の人口が、平成７年から令和２年の２５年間で、５，０１４人

から３，７８６人（共に国勢調査データ）へと約２４％減少したことを受け、令和４年

４月１日に過疎地域の指定を受けました。 

 

 

年 人 口 数 (人 ) 世帯数 (世帯 ) 

平成 ７年 ５，０１４ １，１３０ 

平成１２年 ４，８８６ １，１８２ 

平成１７年 ４，７８９ １，１７８ 

平成２２年 ４，４５１ １，１６０ 

平成２７年 ４，２１７ １，１５４ 

令和 ２年 ３，７８６ １，１１５ 

減 少 数 ▲１，２２８ ▲１５ 

減 少 率（％） ▲２４．５ ▲１．３ 

 ※減少数、減少率ともに平成７年と令和２年の差 

 

   人口減少は、年少層から生産年齢層まで幅広く及んでいますが、特に０〜５歳と、そ

の親世代である２３〜２９歳の年齢に、市外への転出という形で顕著に表れています。 

 

 

 

 

 

 

（３）データ（３）データ（３）データ（３）データでででで見見見見るるるる大信大信大信大信地域の地域の地域の地域の姿姿姿姿（（（（国勢国勢国勢国勢調査又は市企画政策課調べ調査又は市企画政策課調べ調査又は市企画政策課調べ調査又は市企画政策課調べ））））    

人口人口人口人口・・・・世帯数世帯数世帯数世帯数のののの推移推移推移推移    

 

人人人人    口口口口    
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年 齢 層 区 分 平成１８年(人) 令 和 ４ 年 (人 ) 増 減 数(人) 増 減 率(%) 

 ０〜 ５歳 ３０５ １１６ ▲１８９ ▲６２．０ 

 ６〜１７歳 ６２７ ３９４ ▲２３３ ▲３７．２ 

１８〜２２歳 ２９９ １８５ ▲１１４ ▲３８．１ 

２３〜２９歳 ４５４ １７７ ▲２７７ ▲６１．０ 

３０〜３９歳 ４９３ ３７７ ▲１１６ ▲２３．５ 

４０〜４９歳 ６０６ ４７７ ▲１２９ ▲２１．３ 

５０〜５９歳 ７７４ ３９８ ▲３７６ ▲４８．６ 

６０〜６９歳 ４６３ ６４９ １８６ ４０．２ 

７ ０ 歳以上 ９２３ １，０１７ ９４ １０．２ 

合    計 ４，９４４ ３，７９０ ▲１，１５４ ▲２３．３ 

 

   一方、世帯数は横ばいで推移しており、人口の減少が続いている傍らで、二世帯住宅

化や親との近居による世帯分離も進んでいるものと考えられます。 

 

   字別の人口推移を見ると、総じて減少している中、増見地区については、市営住宅か

らの転居の影響もあり、減少数、減少率ともに大きい状況です。 

   田園町府については、大信村時代に分譲したニュータウンへの居住が進んだことで、

唯一、人口が増加しています。 

 

 

 

地 区 平成１８年(人) 令 和 ４ 年 (人 ) 増 減 数(人) 増 減 率(%) 

増 見 １，２１３ ７９７ ▲４１６ ▲３４．３ 

隈 ⼾ ８３２ ５６７ ▲２６５ ▲３１．９ 

町 屋 ３０８ ２１０ ▲９８ ▲３１．８ 

豊 地 ２２８ １６１ ▲６７ ▲２９．４ 

下 新 城 ６１０ ４７７ ▲１３３ ▲２１．８ 

下 小 屋 ７２６ ５９２ ▲１３４ ▲１８．５ 

上 新 城 １８１ １５３ ▲２８ ▲１５．５ 

中 新 城 ６７３ ５９８ ▲７５ ▲１１．１ 

田園町府 １７３ ２３５ ６２ ３５．８ 

 

  

年齢年齢年齢年齢層区分ごとの層区分ごとの層区分ごとの層区分ごとの人口人口人口人口推移推移推移推移    

地区地区地区地区ごとのごとのごとのごとの人口人口人口人口推移推移推移推移    
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   大信地域の人口減少の要因は、大きく「自然減の進行」と「転出超過」に分けられま

す。 

 

   高齢化によって死亡者数が増える一方で、生まれる子どもの数が減少し続けており、

自然減の数が年々増加しています。 

   少子化は、親世代の人口が既に減少（親世代の出生数の減及び転出による。）してい

ることも大きく影響しているものと考えられます。 

 

   他方、継続的に大信地域から市外へ転出する人の数が転入者数を上回っています。特

に、近隣の⻄郷村や⽮吹町に加え、関東圏への転出超過が顕著に見られます。 

   表郷地域・東地域も⻄郷村や関東圏へ転出する傾向は同様であり、中でも⻄郷村へ

は、０〜５歳とその親世代の２３〜２９歳が、関東圏へは、進学・就職のタイミングと

考えられる１８〜２２歳が、多く⽩河を離れています。 
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転入 転出

（単位：人）
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   また、大信地域の人口減少については、男女間で大きな差がないことも特徴の一つで

す。 

 

 

 

年 齢層区分 男女別 平成１８年(人) 令和４年(人) 増 減 数(人) 増 減 率(%) 

 ０〜 ５歳 

男 １６３ ５８ ▲１０５ ▲６４．４ 

女 １４２ ５８ ▲８４ ▲５９．２ 

 ６〜１７歳 

男 ３３０ ２０９ ▲１２１ ▲３６．７ 

女 ２９７ １８５ ▲１１２ ▲３７．７ 

１８〜２２歳 

男 １６３ １０２ ▲６１ ▲３７．４ 

女 １３６ ８３ ▲５３ ▲３９．０ 

２３〜２９歳 

男 ２５２ ９７ ▲１５５ ▲６１．５ 

女 ２０２ ８０ ▲１２２ ▲６０．４ 

３０〜３９歳 

男 ２５５ ２０１ ▲５４ ▲２１．２ 

女 ２３８ １７６ ▲６２ ▲２６．１ 

４０〜４９歳 

男 ３０１ ２４８ ▲５３ ▲１７．６ 

女 ３０５ ２２９ ▲７６ ▲２４．９ 

５０〜５９歳 

男 ４２３ ２０９ ▲２１４ ▲５０．６ 

女 ３５１ １８９ ▲１６２ ▲４６．２ 

６０〜６９歳 

男 ２４２ ３３３ ９１ ３７．６ 

女 ２２１ ３１６ ９５ ４３．０ 

７ ０ 歳以上 

男 ３７２ ４４６ ７４ １９．９ 

女 ５５１ ５７１ ２０ ３．６ 

合    計 

男 ２，５０１ １，９０３ ▲５９８ ▲２３．９ 

女 ２，４４３ １，８８７ ▲５５６ ▲２２．８ 

 

   さらに、近年全国的に若い世代の都市部への転出超過がクローズアップされています

が、大信地域においては、転出超過による社会減よりも、自然減の方が増えてきている

状況にあります。 

 

 

   地域内及び周辺に多くの優良企業が立地していることもあり、会社勤務をしながら稲

作に従事する兼業農家が増えていますが、古くから伝わってきた進取の精神で、認定農

業者になった方が多いことも特徴です。 

  

 

就業就業就業就業状況状況状況状況    

大信大信大信大信地域の地域の地域の地域の男女男女男女男女別人口の別人口の別人口の別人口の推移推移推移推移    
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 （現況地目分析） 

                         （㎢）  （㎡）    

宅 地 田 畑 山 林 原 野 その他 合 計 地域人

口当田

畑面積 

田畑 

割合  

  (%) 

山林 

割合 

  (%) 

1.97 9.98 58.83 1.95 8.04 80.77 2,633 12.4 72.8 

 

   大信地域に占める山林は約７３％と広く、その分農地は約１２％、宅地は２．４％

と、市内他地域に比べて少ない状況です。しかしながら、農地については地域人口当た

りの面積で比較すると、表郷や東地域とほぼ変わらない広さを有しています。 

   このように手つかずの自然の資源に恵まれる一方、道路幅員の狭さや、山あいにおけ

る通信環境の悪さなどのマイナスの側面もあります。 

   また、医療機関や商業施設から離れた集落も多いことから、車を運転できない方にと

っては、生活の中で不便さを感じることも多くなります。 

 

 

   冬期においては寒さが厳しく、国道２９４号から⻄部に進むにつれ積雪が深くなり、

また路面の凍結も頻繁に発生します。 

   他の季節の気候は比較的に穏やかですが、平成１０年の８．２７災害では降り続いた

⾬により隈⼾川が氾濫し、甚大な被害が発生しました。 

   近年は、短時間に集中して狭い範囲で雨が降ることが多くなってきています。 

 

 

   自然そのものや、その自然と共生するゴルフ場、キャンプ場などのアクティビティ施

設、人の手によって活かし守られてきた里山、豊かな食を育む田園、元気な子どもた

ち、ここで働く人々、利用価値の高い遊休地や施設など、大信の全てが地域の宝です。 

 

  ① 雄大な自然、各種施設 

                                

  

 

地目地目地目地目等の等の等の等の状況状況状況状況    

 

 

気候気候気候気候のののの状況状況状況状況    

地域地域地域地域のののの資源資源資源資源    
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  ② 盛んな農業 と ひじりん館 

 

 

  ③ 大信の幸 

 

 

  ④ 伝統・文化 
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   大信地域活性化協議会の委員と意見を交わして、大信地域の持つ強みと課題の両面に

ついて、掘り起こしを行いました。 

   その主な内容は、次のとおりです。 

 

    ①①①①    強み強み強み強み    

 【暮らし

【暮らし【暮らし

【暮らしと人

と人と人

と人】

】】

】 

  

 

   ・人が多くなく、生活環境が静かである。 

   ・暮らしの空間や景色がのどかで、ほっこりしている。 

   ・人は一見閉鎖的であるが、心が通じ合えば快く協力してくれる。 

   ・顔見知りが多く、人付き合いが温かい。 

   ・人と人とのネットワークが豊富なので、困った時に相談しやすい。 

   ・高速交通網へのアクセスが非常に良い。 

   ・「車を運転することができさえすれば」、生活の不便さはない。 

   ・暮らしに必要な生活インフラは、そろっている。 

   ・⻑く暮らせば暮らすほど、不便さは感じられなくなる。 

  【自然環境】

【自然環境】【自然環境】

【自然環境】 

  

 

   ・聖ケ岩や権太倉山などの雄大な自然に囲まれている。 

   ・また、これらが⼤信地域の住⺠にとって、シンボル的存在として、⼼に根付いてい

る。 

   ・⾕あいを隈⼾川、外⾯川が阿武隈川に向かって流れ、豊穣な⼤地が広がっている。 

  【子育て・教育】

【子育て・教育】【子育て・教育】

【子育て・教育】 

  

 

   ・祖⽗⺟との同居等が多いため、⼦どもを⾒てもらいやすい環境にある。 

   ・手つかずの自然が豊富であり、子どもたちの個性を伸ばすことのできる環境にあ

る。 

  【地域資源】

【地域資源】【地域資源】

【地域資源】 

  

 

   ・聖ケ岩や権太倉山などの自然、清らかな水、ゴルフ場、里山の風景、食味豊かな

米、伝統的地域行事など、足元の資源が豊富である。 

  【農業】

【農業】【農業】

【農業】 

  

 

   ・早くに圃場整備に着手しているため、土の質が良く、米の食味値も高い傾向にあ

る。 

   ・新規作物を先駆的に導入している。 

   ・働く場所が近隣に豊富なため、兼業農家が多い。 

  

 

３３３３    大信大信大信大信地域の地域の地域の地域の強み強み強み強みと課題と課題と課題と課題    
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 ②②②②    大信地域の課題大信地域の課題大信地域の課題大信地域の課題 

  

 

  【暮らし

【暮らし【暮らし

【暮らしと人

と人と人

と人】

】】

】 

  

 

   ・車を運転できない人にとっては、不便な面が多い。 

    （特に車を持たない若い世代が、「欲しいものを好きなときに買えない」ことは、

暮らしにくさとして印象付けてしまう。） 

   ・進学のために転出した子どもたちが戻ってこない。 

   ・一人暮らしの老人が増えており、災害等有事の際の支援体制に不安を感じる。 

   ・以前に整備した公園等の管理が行き届かず、使いづらい状況にある。 

   ・朝夕の通勤時間帯の交通量が著しく多く、主要幹線への進入が不便である。 

  【自然環境】

【自然環境】【自然環境】

【自然環境】 

  

 

   ・冬は寒さが厳しく、非常に雪深い。 

   ・豪雨の際、沢が氾濫し、土砂の流出による道路の寸断、住宅・農地への流入などの

被害が発生している。 

   ・山林を切り開きながらの太陽光パネル設置が進んでいるため、自然や動物との共生

のバランスが崩れてきていると感じる。 

   ・恒常的ではないが、風が強い。 

  【子育て・教育】

【子育て・教育】【子育て・教育】

【子育て・教育】 

  

 

   ・⼦どもの預かりサービスや相談体制が弱いため、祖⽗⺟と同・近居以外の家庭に対

しては、暮らしにくさを感じさせてしまう。 

   ・子どもや子育て世代が、ふらっと立ち寄れて話をできるような場所（公園や商業施

設）が少ない。 

   ・出産や子どもの病院通いなど、気が急く際には不便さを感じるときがある。 

   ・子どもの数が減っているため、中学校の部活で試合ができるだけの人数が集まらな

い。 

   ・既存の子ども用遊具の対象年齢が限定的であり、伸び伸びと遊ばせることができな

いことがある。 

  【地域資源】

【地域資源】【地域資源】

【地域資源】 

  

 

   ・聖ケ岩ビジターセンターまでの道が非常に狭く、気軽に行くことができない。 

   ・恵まれた地域資源の情報を対外的に力強く発信できていない。 

   ・魅力ある遊休地や空き施設を活かしきれていない。 

   ・ゴルフ場が冬季休業し、インターネットの環境も整っていない。 

  【農業】

【農業】【農業】

【農業】 

  

 

   ・後継者の不足が進んでいる。 

   ・農業従事者の高齢化の進行が止まらない。 

   ・地域ブランドと言えるような特産品がない。 

   ・新規就農者への支援が少ない。 
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   手つかずの自然、里山の空間、地域資源、生業、そして進取の気性に富む人々。 

   まさに大信地域は、「世界中で唯一の一番懐かしい天地」

大信地域は、「世界中で唯一の一番懐かしい天地」大信地域は、「世界中で唯一の一番懐かしい天地」

大信地域は、「世界中で唯一の一番懐かしい天地」です。 

   そして、ここでの暮らしには、「一人ひとりがそれぞれに人生の主役である」ことを実

ここでの暮らしには、「一人ひとりがそれぞれに人生の主役である」ことを実ここでの暮らしには、「一人ひとりがそれぞれに人生の主役である」ことを実

ここでの暮らしには、「一人ひとりがそれぞれに人生の主役である」ことを実

感できる強みがあります

感できる強みがあります感できる強みがあります

感できる強みがあります。 

    しかし、都市の利便性や可能性、華やかさなどを求め、特に若い世代や女性の流出が

続いてきました。 

    過疎地域の指定を受けた今、私たちはこの人口減少と向き合いながら地域の振興を図

り、より一層、暮らしやすさを高めていかなければなりません。 

    そのためには、データや地域の方々の思いを通し、あらためて顕在化した優位性を活

かしながら、また同時に課題を乗り越えながら、今一度、身近過ぎて見失いがちな大信

地域の強みを再認識し、伸ばしていくことがとても大事です。 

    このことから 

 

 

 

 

 

 

   を大信地域の将来像として掲げ、主に次の３つの視点で各種事業を推進し、地域づくり

を支えていきます。 

①①①①  大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進    

のどかな生活環境、温かな人づきあい、雄大な自然、首都圏へのアクセス

の良さなど大信地域の強みのほか、仕事・農業、買い物・医療・教育環境と

いった日常の情報を発信するなど、若者・女性に地域の魅力がもっと届くよ

うな施策を講じ、移住・定住への不安解消を図っていきます。 

 

②②②②  地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用    

聖ヶ岩ふるさとの森や白河ゴルフ倶楽部等のアクティビティ施設のほか、  

大信地域の農の営みや豊かな食など、地域の資源をより一層活かすことがで

きるよう、⺠間事業者との対話も⼤切にしながら取り組み、交流人口の増加

を目指していきます。 

 

 

４４４４    大信大信大信大信地域地域地域地域における基本における基本における基本における基本構想（構想（構想（構想（大信大信大信大信地域の地域の地域の地域の将来将来将来将来像像像像））））    

目指す目指す目指す目指す大信地域の将来像大信地域の将来像大信地域の将来像大信地域の将来像    
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③③③③  豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり    

大信地域での全ての世代の暮らしやすさを高めるため、道路・水路整備や

除雪、消防、子育て支援、高齢者等の移動手段の確保、日常の情報発信の工

夫など生活に密着した対策を推進するほか、地域での交流を深めるためのイ

ベント等を引き続き開催していきます。 

 また、過疎地域であるからこそ、人とのつながりを大切にする取り組みを

推進していきます。 

 

 

   そして、地域ぐるみで様々な取り組みを行う際の合言葉は、 

 

 

 

 

 

 

                                       です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取り組みの合言葉取り組みの合言葉取り組みの合言葉取り組みの合言葉    
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    ※事業名の後ろの(  )内は、白河市過疎地域持続的発展計画上で位置づけた分野 

 

大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進            に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

    

・暮らし体験住宅整備事業

・暮らし体験住宅整備事業・暮らし体験住宅整備事業

・暮らし体験住宅整備事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材育成) 

  

 

   地方移住に関心を寄せている方を対象に、首都圏との近接性や、豊かな自然環境での

ありのままの大信暮らしを体験してもらうため、「暮らし体験住宅」を整備し、「転職な

き移住」を推進する。 

その整備に当たっては、地域の空き家を活用し、インターネット環境を整えるなど必

要な改修を施すこととする。 

 

・過疎地域空き家等活用事業

・過疎地域空き家等活用事業・過疎地域空き家等活用事業

・過疎地域空き家等活用事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材育成) 

  

 

  空き家バンクの対象を住宅専用から、事業拠点、農業拠点としての活用も可能となる

よう拡大し、利用を促進する。 

また、その成功事例をモデルケースとして発信することで、移住者や関係人口等を増

加させ地域コミュニティの活性化を図る。 

 

・農業人材確保・育成事業

・農業人材確保・育成事業・農業人材確保・育成事業

・農業人材確保・育成事業 

  

 (産業の振興) 

  

 

   農業の担い手不足が見込まれることから、大信地域への就農希望者の呼び込みや経営

継承の推進、農業に関する交流人口の増加に取り組み、地域農業の持続と新たな担い手

による発展に向けて支援する。 

 

・

・・

・持続可能な

持続可能な持続可能な

持続可能な農業

農業農業

農業推進事業

推進事業推進事業

推進事業 

  

 (産業の振興) 

  

 

   豊かな自然を守りつつ農業の担い手不足を解消するため、農作業の効率化・省力化に

向けたスマート農業等の技術を活用しながら、環境に配慮した栽培を支援し、持続的な

農業生産を実現する。 

また、その成功事例をモデルケースとして広く PR することで、新たな人材の確保に

努める。 

 

 

  

 

５５５５    事業事業事業事業計画計画計画計画（前期（前期（前期（前期過疎計画等に過疎計画等に過疎計画等に過疎計画等に盛り込む盛り込む盛り込む盛り込む大信地域の大信地域の大信地域の大信地域の主な主な主な主な事業）事業）事業）事業）    
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地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用                    に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

 

  

 

・サイン表示設置事業

・サイン表示設置事業・サイン表示設置事業

・サイン表示設置事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材育成) 

  

 

   地域内各所に大信の主要拠点（ひじりん館、中山義秀記念文学館、白河ゴルフ倶楽

部、聖ヶ岩ふるさとの森ほか）を示すサイン表示を設置することにより、円滑に人の流

れを誘導し、来訪者の期待感を高める。 

 

・ゴルフでつなぐ地域資源ネットワーク化事業

・ゴルフでつなぐ地域資源ネットワーク化事業・ゴルフでつなぐ地域資源ネットワーク化事業

・ゴルフでつなぐ地域資源ネットワーク化事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材育

成) 

    仕事と休暇の両方の充実を目指し、白河ゴルフ倶楽部において wifi環境や会議スペー

スの整備を進め、ゴルファーケーションを推進する。 

   また、小中学生向けのゴルフ体験事業や、ゴルフ場がクローズとなる期間を活用した

冬を楽しむアクティビティの実施を検討し、交流人口の増加、地域活性化を図ってい

く。 

 

・自然の恵み（農作物）オーナー制

・自然の恵み（農作物）オーナー制・自然の恵み（農作物）オーナー制

・自然の恵み（農作物）オーナー制導入支援

導入支援導入支援

導入支援事業

事業事業

事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材

育成) 

    健康や食育、食を中心とした環境教育などといった社会的ニーズの高まりを捉え、地

元農家と都市住⺠とのマッチングを図るとともに、都⼼にいながらの農作物の成⻑観察

や、実際の収穫体験などが可能なオーナー制を実施しようとする生産者に対し、初期投

資費用を補助する。 

 

・農家⺠泊導⼊⽀援事業

・農家⺠泊導⼊⽀援事業・農家⺠泊導⼊⽀援事業

・農家⺠泊導⼊⽀援事業 

  

 (移住・定住・地域間交流の促進、人材育成) 

  

 

    農家⺠泊を実施しようとする⽣産者に対し、初期投資費⽤を補助する。 

 

・聖ヶ岩ふるさとの森満喫プロジェクト事業

・聖ヶ岩ふるさとの森満喫プロジェクト事業・聖ヶ岩ふるさとの森満喫プロジェクト事業

・聖ヶ岩ふるさとの森満喫プロジェクト事業(

((

(田ノ沢地区森林景観整備事業

田ノ沢地区森林景観整備事業田ノ沢地区森林景観整備事業

田ノ沢地区森林景観整備事業)

))

) (産業の振興) 

  

 

聖ヶ岩ふるさとの森ビジターセンターまでの道路が狭く、運転のしづらさが課題とな

っていることから、道路拡幅、対向車接近警告表示灯の設置及び蓋なし側溝の蓋掛け等

を、県に対し継続的に要望する。 

また、田ノ沢ダム跡地が家族連れで賑わうような拠点となるよう、親しまれる公園整

備に向けた基本構想を策定する。 

 

・

・・

・廃校舎

廃校舎廃校舎

廃校舎利活用事業

利活用事業利活用事業

利活用事業 

  

 (その他地域の持続的発展に関し必要な事項) 

  

 

    信夫第二小学校、大屋小学校の校舎について、⺠間による産業的施設、地域の集いの

場的施設など、新たな地域活性化の拠点となるよう、周辺環境のメリットも活かしなが

ら多角的に利活用法を検討していく。 
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豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり                    に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

    

・消防車両車載トランシーバー配備事業

・消防車両車載トランシーバー配備事業・消防車両車載トランシーバー配備事業

・消防車両車載トランシーバー配備事業 

  

 

    山間部における火事や水害などへ迅速に対応するため、確実な連絡手段であるデジタ

ル系のハンディ型トランシーバーを消防⾞両に配備し、地域住⺠が安⼼して⽣活できる

ようにする。 

 

  

    

  ・心が憩うふるさと空間クリーンキープ事業

・心が憩うふるさと空間クリーンキープ事業・心が憩うふるさと空間クリーンキープ事業

・心が憩うふるさと空間クリーンキープ事業 

  

 

    過去に整備された身近な公園や憩いの場等について、地域の方々と協働しながら日頃

のメンテナンスの質を向上させ、常に人が心地よく集まり、つながれる空間を維持して

いく。 

 

・ふるさと川

・ふるさと川・ふるさと川

・ふるさと川まつり

まつりまつり

まつり㏌

㏌㏌

㏌白河たいしん

白河たいしん白河たいしん

白河たいしん 

  

 (産業の振興) 

   平成１０年８⽉の豪⾬災害から復興した「隈⼾川」の清流に親しみ、その恵みを感

じ、守り、育て、かつ地域間及び世代間の交流を深めるためイベントを開催し、地域の

活性化を図る。 

 

 

  

 ・デジタルデバイド対策事業

・デジタルデバイド対策事業・デジタルデバイド対策事業

・デジタルデバイド対策事業 

  

 （地域における情報化） 

  

 

   ⾝近な場所である集会所や公⺠館などで「スマホ教室」を開催し、⾼齢者のスマート

フォンの利用を支援する。 

 

・砂防

・砂防・砂防

・砂防流路

流路流路

流路工

工工

工整備事業

整備事業整備事業

整備事業 

  

 (交通施設の整備、交通手段の確保) 

  

 

   豪雨時の災害を未然に防止するため、頻繁に水路の溢水が発生する箇所の流末排水に

ついて流路工を整備する。 

 

・新交通システム導入事業

・新交通システム導入事業・新交通システム導入事業

・新交通システム導入事業 

  

 (交通施設の整備、交通手段の確保) 

  

 

  小規模需要に対応した新たな交通システムの導入や、共助による交通の仕組みづくり

など、先進例や先端技術を研究しながら、大信地域に最適な移動手段を確保する。 

 

・降雪障害低減化事業

・降雪障害低減化事業・降雪障害低減化事業

・降雪障害低減化事業 

  

 (生活環境の整備) 

  

 

    積雪が多い特徴を踏まえ、主要道路に夜間でも認識可能な降雪監視カメラを設置する

など、積雪状況の常時把握、機動的な除雪指示ができるようハード整備を行う。 

    また、路面凍結箇所へ融雪剤自動散布機を設置するほか、町内会が除雪機を購入する

際に一部補助を行うなど、降雪による障害を排除し、暮らしやすさを高めていく。 
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・田園町府ニュータウン公園再生事業

・田園町府ニュータウン公園再生事業・田園町府ニュータウン公園再生事業

・田園町府ニュータウン公園再生事業 

  

 (生活環境の整備) 

  

 

    公園を、再び気軽に遊び、憩える場にするため、繁茂した草木の撤去、遊具の更新を

行う。 

  

・赤坂ニュータウン公園リニューアル事業

・赤坂ニュータウン公園リニューアル事業・赤坂ニュータウン公園リニューアル事業

・赤坂ニュータウン公園リニューアル事業 

  

 (生活環境の整備) 

  

 

    老朽化したすべての公園の遊具を撤去し、中心部にある公園に新たな遊具を設置す

る。また、その他の公園⽤地は、住⺠の憩いの空間としてベンチ等を整備し、コミュニ

ティ形成の場として活用する。 

 

・大信こども園整備事業

・大信こども園整備事業・大信こども園整備事業

・大信こども園整備事業 

  

 (子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進) 

  

 

   老朽化が著しい幼稚園を、改築もしくは大規模改修し、隣接する保育園と幼保一体型

施設のこども園として整備する。 

 

・地域子育て支援拠点事業

・地域子育て支援拠点事業・地域子育て支援拠点事業

・地域子育て支援拠点事業(

((

(出張ひろば

出張ひろば出張ひろば

出張ひろば)

))

) 

  

 (子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向

上及び増進) 

    主に０歳〜３歳の乳幼児を持つ親と子が気軽に集い、語り合い、交流を図ることがで

きる場、さらにボランティアを活用しての育児相談等を行う場を継続的に開設すること

により、子育て支援機能の充実を図る。 

 

・大信総合運動公園体育施設等改修事業

・大信総合運動公園体育施設等改修事業・大信総合運動公園体育施設等改修事業

・大信総合運動公園体育施設等改修事業 

  

 (教育の振興) 

  

 

  幅広い年代の方々が、快適に運動施設を利用できるよう必要な改修を行う。 
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大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進大信ならではの若者・女性の定住促進                に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

    

・⼤信庁舎・⼤信公⺠館複合化及び敷地有効活⽤

・⼤信庁舎・⼤信公⺠館複合化及び敷地有効活⽤・⼤信庁舎・⼤信公⺠館複合化及び敷地有効活⽤

・⼤信庁舎・⼤信公⺠館複合化及び敷地有効活⽤事業

事業事業

事業 

  

 

   ⼤信公⺠館の⽼朽化が著しいことから、⼤信庁舎との複合化を検討し、住⺠の利便性 

の向上、敷地の有効活用、さらにはひじりん館の誘客促進を図る。 

検討に当たっては、子育て支援拠点やスケートボードパークといった若い世代が集い 

やすい機能の整備についても考慮していく。 

 

 

地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用地域資源のフル活用                に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

    

・大信サイクリングコースプランニング事業

・大信サイクリングコースプランニング事業・大信サイクリングコースプランニング事業

・大信サイクリングコースプランニング事業 

  

 

田園風景を楽しめる直線的な道路や、山間部の集落をつなぐ起伏に富む道路など、豊

かなバリエーションを生かしサイクリングコースを検討する。 

コース設定に当たっては景観や安全面を考慮するとともに、周辺の環境を整備し、市

内外の親子連れや自転車愛好家の来訪を呼び込むことで交流人口の増加を促す。 

 

・中山義秀・文学の散歩道魅力化支援事業

・中山義秀・文学の散歩道魅力化支援事業・中山義秀・文学の散歩道魅力化支援事業

・中山義秀・文学の散歩道魅力化支援事業 

  

 

    芥川賞受賞作家中⼭義秀を顕彰する意も込め、隈⼾川⼟⼿道へのあじさい植栽やその

維持管理を支援することにより、日常の安らぎ、文学に思いを馳せる時間・空間を創出

することで歴史文学愛好家の来訪を促す。 

 

・大信牧場跡地利活用

・大信牧場跡地利活用・大信牧場跡地利活用

・大信牧場跡地利活用事業

事業事業

事業 

  

 

   自然に囲まれたアクティビティに豊富な地域である特徴を生かし、モトクロス、バギ

ー、BMX 等のアウトドアレジャー施設や観光・特産品開発の拠点のほか、防災・救急

関連設備の整備など、幅広い視点で協議を進めていく。 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

６６６６    事業事業事業事業計画計画計画計画（後期（後期（後期（後期過疎計画過疎計画過疎計画過疎計画に向けてに向けてに向けてに向けて検討を検討を検討を検討をしていくしていくしていくしていく大信地域の大信地域の大信地域の大信地域の主な主な主な主な事業）事業）事業）事業）    
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豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり豊かさを実感できるふるさとづくり                    に係る事業

に係る事業に係る事業

に係る事業    

    

・特色ある学校づくり支援事業

・特色ある学校づくり支援事業・特色ある学校づくり支援事業

・特色ある学校づくり支援事業 

  

 

    自然に囲まれた環境の中で、ロボット・プログラミングなどのデジタル教育や、ゴル

フ場とタイアップした体験活動、各種行事等に力を入れることにより、子どもたちの学

習意欲を高めるとともに、今の時代を生き抜く力と白河を牽引する人材を育む。 

また、この趣旨に共感する子育て世帯の移住につなげる。 

 

 

  

 ・高齢者等安全運転サポート事業

・高齢者等安全運転サポート事業・高齢者等安全運転サポート事業

・高齢者等安全運転サポート事業 

  

 

   公共交通の充実を図っていかなければならないが、一方で、移動手段として自家用車

を手放せない高齢者が多いことも事実である。 

   そのため、高齢者等が安全に運転できる環境づくりも並行して推進していく。 
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令和５年２月 

白河市大信庁舎 

大信地域活性化協議会 

大信地域振興計画 


